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提
案
理
由
の
説
明
に
先
立
ち
、
職
員
の
不
祥
事
に
つ
き
ま
し
て
、
御
報
告
と
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

去
る
八
月
二
十
一
日
、
市
立
中
学
校
の
教
職
員
が
熊
本
県
少
年
保
護
育
成
条
例
違
反
の
疑
い
で
逮
捕
さ

れ
ま
し
た
。 

現
在
、
警
察
に
お
い
て
捜
査
中
で
あ
り
、
今
後
、
事
実
を
確
認
の
上
、
厳
正
に
対
処
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

ま
た
、
八
月
七
日
に
は
、
酒
気
帯
び
運
転
に
よ
り
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
市
立
中
学
校
の
教
職
員
を
懲

戒
免
職
と
す
る
と
と
も
に
、
上
司
に
当
た
る
同
校
校
長
を
厳
重
注
意
と
い
た
し
ま
し
た
。 

不
祥
事
防
止
に
向
け
て
、
全
庁
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
中
、
こ
の
よ
う
な
不
祥
事
が
、
特
に
教
育

の
現
場
で
続
け
て
発
生
し
ま
し
た
こ
と
を
大
変
重
く
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。 

職
員
一
人
ひ
と
り
に
法
令
順
守
は
も
と
よ
り
、
常
に
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
強
い
自
覚
と
緊
張
感
を
持

っ
て
職
務
に
専
念
す
る
よ
う
、
改
め
て
周
知
徹
底
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

議
員
各
位
を
始
め
、
市
民
の
皆
様
に
対
し
ま
し
て
、
市
長
と
し
て
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

市
民
の
皆
様
か
ら
の
信
頼
回
復
と
再
発
防
止
に
向
け
て
、
職
員
の
意
識
改
革
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
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り
ま
す
。 

 

続
き
ま
し
て
、
「
大
阪
府
北
部
地
震
」
及
び
「
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
」
の
被
災
地
に
対
す
る
本
市
の
支

援
状
況
等
に
つ
い
て
御
報
告
い
た
し
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
災
害
に
つ
き
ま
し
て
は
、
多
く
の
尊
い
命
や
財
産
が
失
わ
れ
る
な
ど
の
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
、
被
災
地
で
は
今
も
な
お
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
活
動
や
復
旧
作
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

こ
こ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
災
害
に
よ
っ
て
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
御
冥
福
を
衷
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
多
く
の
方
々
に
対
し
、
謹
ん
で
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

で
は
、
本
市
の
支
援
状
況
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
ず
、「
大
阪
府
北
部
地
震
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
阪
府
高
槻
市
へ
、
家
屋
被
害
調
査
や
、
学
校
施
設

を
含
む
公
共
施
設
の
安
全
確
認
業
務
等
に
、
延
べ
人
数
で
百
六
十
六
名
を
派
遣
い
た
し
ま
し
た
。 

こ
の
ほ
か
、
大
阪
府
茨
木
市
へ
、
災
害
時
協
定
企
業
を
通
じ
て
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
千
枚
の
支
援
を
行
い
ま

し
た
。 
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次
に
、「
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
ず
、
総
務
省
災
害
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
総
括
支
援

員
制
度
に
基
づ
く
支
援
員
と
し
て
岡
山
県
倉
敷
市
へ
、
ま
た
、「
広
域
・
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
指
定
都

市
市
長
会
行
動
計
画
」
に
基
づ
く
リ
エ
ゾ
ン
隊
と
し
て
広
島
県
に
、
そ
れ
ぞ
れ
職
員
を
派
遣
す
る
と
と
も

に
、
広
島
県
や
愛
媛
県
で
応
急
給
水
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

同
時
に
、「
指
定
都
市
市
長
会
行
動
計
画
」
に
基
づ
く
対
口
支
援
方
式
に
よ
り
、
本
市
は
愛
媛
県
の
西
予

市
を
支
援
す
る
こ
と
と
な
り
、
災
害
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
員
を
は
じ
め
、
避
難
所
運
営
や
保
健
活
動
、
家

屋
被
害
調
査
、
り
災
証
明
発
行
及
び
相
談
窓
口
支
援
等
の
た
め
、
職
員
を
順
次
派
遣
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。 

私
も
、
八
月
五
日
に
直
接
、
西
予
市
を
訪
問
し
、
被
災
地
域
や
避
難
所
を
視
察
し
た
後
、
菅
家
西
予
市

長
と
意
見
交
換
を
行
い
、
熊
本
地
震
の
経
験
を
踏
ま
え
た
中
長
期
的
な
被
災
者
支
援
等
に
つ
い
て
助
言
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
の
ほ
か
、
環
境
省
、
国
土
交
通
省
、
厚
生
労
働
省
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
災
害
廃
棄
物
の
収
集
や
処
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理
活
動
を
は
じ
め
、
み
な
し
仮
設
住
宅
へ
の
対
応
、
災
害
時
健
康
危
機
管
理
支
援
チ
ー
ム
の
派
遣
な
ど
、

各
県
に
お
い
て
、
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。 

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
発
災
直
後
か
ら
八
月
末
日
ま
で
に
、
被
災
各
地
に
お
い
て
、
延
べ
人
数
で

二
千
五
十
三
名
が
復
旧
支
援
活
動
に
当
た
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
も
、
被
災
地
の
復
旧
・
復
興

や
被
災
者
の
生
活
再
建
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

ま
た
、
今
般
、
全
国
市
長
会
に
新
た
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
防
災
対
策
特
別
委
員
会
が
八
月
三
十
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
場
に
お
き
ま
し
て
、
私
が
委
員
長
と
し
て
ご
推
挙
を
賜
り
、
そ
の
重
責
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。 熊

本
地
震
で
の
経
験
を
生
か
し
、
本
市
は
も
と
よ
り
全
国
の
自
治
体
の
防
災
の
た
め
、
微
力
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
改
め
ま
し
て
議
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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次
に
、「
大
阪
府
北
部
地
震
」
に
よ
り
、
高
槻
市
の
小
学
校
で
起
き
た
痛
ま
し
い
事
故
を
受
け
て
行
っ
た
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
緊
急
点
検
に
つ
い
て
御
報
告
い
た
し
ま
す
。 

ま
ず
、
通
学
路
等
に
お
け
る
民
有
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
つ
い
て
で
す
が
、
各
町
内
自
治
会
の
皆
様
の
御
協
力

を
い
た
だ
き
、
市
内
全
九
百
十
六
町
内
で
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
結
果
、
高
さ
二
・
二
メ
ー
ト
ル
以

上
の
も
の
、
傾
き
や
ひ
び
割
れ
が
あ
る
も
の
が
、
目
視
に
よ
り
約
六
千
六
百
箇
所
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
所
有
者
に
対
し
て
は
、
安
全
点
検
の
啓
発
チ
ラ
シ
に
よ
り
注
意
喚
起
を
行
っ
た
ほ
か
、
特
に

危
険
な
箇
所
に
つ
い
て
は
、
応
急
的
な
対
応
を
行
い
ま
し
た
。 

今
後
、
さ
ら
に
専
門
家
に
よ
る
調
査
を
行
い
、
所
有
者
に
対
し
、
維
持
保
全
の
指
導
を
実
施
し
て
い
く

予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
市
立
学
校
等
に
お
け
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
つ
い
て
で
す
が
、
全
百
四
十
四
校
の
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
結
果
、
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
五
十
一
校
で
確
認
さ
れ
、
こ
の
う
ち
二
十
六
校
に
つ
い
て
は
、
八
月

末
ま
で
に
工
事
着
手
し
、
残
り
も
児
童
生
徒
の
安
全
を
確
保
し
つ
つ
、
今
年
度
中
を
目
途
に
、
順
次
進
め
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て
い
く
予
定
で
す
。 

最
期
に
、
学
校
等
を
除
く
公
共
施
設
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
つ
い
て
で
す
が
、
約
千
四
百
の
市
有
施
設
の
全

て
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
危
険
性
が
高
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
九
十
八
箇
所
確
認
さ
れ
、

こ
の
う
ち
道
路
に
面
し
た
十
六
箇
所
に
つ
い
て
は
、
緊
急
に
撤
去
に
取
り
掛
か
る
と
と
も
に
、
そ
の
他
の

箇
所
に
つ
い
て
も
、
隣
接
地
権
者
の
方
々
と
調
整
し
な
が
ら
、
順
次
撤
去
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

今
後
も
、
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
市
民
や
事
業
者
の
方
々
と
協
力
し
な
が
ら
、
着
実
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
議
員
各
位
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

そ
れ
で
は
、
提
出
議
案
に
つ
い
て
、
説
明
に
入
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

今
回
の
補
正
予
算
案
は
、
熊
本
地
震
か
ら
の
復
旧
関
連
経
費
や
、
前
述
の
被
災
自
治
体
支
援
に
係
る
経

費
の
ほ
か
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
へ
の
対
応
経
費
や
、
豪
雨
災
害
に
係
る
災
害
復
旧
経
費
等
、
今
後
の
業
務
推
進

上
、
速
や
か
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
を
提
出
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
ず
、
補
正
予
算
案
の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
と
、
一
般
会
計
に
お
い
て
十
四
億
六
百
九
十
七
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万
円
の
増
額
、
補
正
後
の
予
算
額
三
千
六
百
九
十
一
億
七
千
四
百
七
十
万
円
、
特
別
会
計
に
お
い
て
一
億

千
二
百
四
万
円
の
増
額
、
補
正
後
の
予
算
額
二
千
九
十
二
億
千
四
百
八
十
七
万
円
、
企
業
会
計
に
お
い
て

二
百
二
十
万
円
の
増
額
、
補
正
後
の
予
算
額
八
百
三
十
五
億
五
千
五
百
八
十
三
万
円
、
全
会
計
の
合
計
で

は
、
補
正
額
十
五
億
二
千
百
二
十
一
万
円
、
合
計
の
補
正
後
予
算
額
は
、
六
千
六
百
十
九
億
四
千
五
百
四

十
万
円
と
な
り
ま
し
た
。 

補
正
後
の
予
算
を
前
年
同
期
と
比
較
い
た
し
ま
す
と
、
一
般
会
計
で
は
八
・
五
％
の
減
、
特
別
会
計
で

は
六
％
の
減
、
企
業
会
計
で
は
十
四
・
三
％
の
増
、
全
体
の
合
計
額
で
は
五
・
三
％
の
減
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。 

主
な
内
容
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
と
、「
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
」
関
連
の
補
正
予
算
で
す
が
、
今

回
の
補
正
予
算
案
で
は
、
被
災
者
支
援
や
住
宅
再
建
に
要
す
る
経
費
の
ほ
か
、
公
共
施
設
の
復
旧
に
要
す

る
経
費
等
を
計
上
し
て
お
り
、
合
計
で
四
億
六
千
四
百
五
十
一
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
ず
、
被
災
者
へ
の
経
済
的
な
支
援
に
関
連
す
る
経
費
と
い
た
し
ま
し
て
、
地
震
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
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た
方
々
の
御
遺
族
等
に
対
す
る
災
害
弔
慰
金
等
の
経
費
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
住
宅
再
建
に
係
る
経
費
と
い
た
し
ま
し
て
、
仮
設
住
宅
等
に
入
居
さ
れ
て
い
る
方
の
う
ち
、
複

合
的
な
課
題
を
抱
え
る
世
帯
へ
の
専
門
的
支
援
や
法
律
相
談
に
対
応
す
る
経
費
の
ほ
か
、
ペ
ッ
ト
飼
育
が

可
能
な
（
仮
称
）
舞
原
第
３
災
害
公
営
住
宅
の
用
地
取
得
経
費
及
び
建
設
に
係
る
債
務
負
担
行
為
を
計
上

し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
公
共
施
設
の
復
旧
に
要
す
る
経
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
被
災
し
た
熊
本
城
大
天
守
及
び
小
天
守

の
躯
体
・
外
装
復
旧
の
工
事
に
係
る
経
費
及
び
そ
れ
に
係
る
債
務
負
担
行
為
等
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
ほ
か
、
国
内
外
か
ら
の
観
光
客
の
方
々
が
災
害
時
の
緊
急
情
報
の
収
集
を
可
能
と
す
る
こ
と
や
、

観
光
面
に
お
け
る
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
熊
本
市
電
の
車
両
に
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
機
器
を
設
置
す

る
経
費
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

続
き
ま
し
て
、
熊
本
地
震
関
連
以
外
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
、
部
門
別
に
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
ず
、
市
民
部
門
で
は
、
繁
忙
期
の
窓
口
混
雑
解
消
に
向
け
た
住
民
異
動
届
の
入
力
業
務
の
委
託
経
費
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に
加
え
、
白
川
公
園
内
複
合
施
設
の
開
設
に
向
け
た
備
品
の
購
入
に
伴
う
債
務
負
担
行
為
等
を
計
上
し
て

お
り
ま
す
。 

次
に
、
健
康
福
祉
部
門
で
は
、
老
人
福
祉
施
設
等
に
対
す
る
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
等
の
設
置
助
成
経
費
や
、

児
童
扶
養
手
当
の
制
度
改
正
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
経
費
の
ほ
か
、
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
希
望
荘
の
指

定
管
理
に
伴
う
債
務
負
担
行
為
等
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
環
境
部
門
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
の
国
民
運
動
「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ 

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
の

普
及
啓
発
に
係
る
経
費
の
ほ
か
、
次
年
度
に
開
設
す
る
熊
本
市
東
部
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
に
伴
う

債
務
負
担
行
為
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
経
済
観
光
部
門
で
は
、
来
年
四
月
に
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
、
東
京
ガ
ー
ル
ズ
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
及
び
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
伴
う
負
担
金
の
債
務
負
担
行
為
等
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
都
市
建
設
部
門
で
は
、
熊
本
西
環
状
道
路
と
周
辺
地
域
と
を
連
絡
す
る
池
上
イ
ン
タ
ー
線
の
橋

梁
工
事
に
係
る
債
務
負
担
行
為
の
変
更
等
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 
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次
に
、
教
育
部
門
で
は
、
小
学
校
の
単
独
調
理
場
や
、
中
学
校
の
共
同
調
理
場
の
調
理
業
務
委
託
に
係

る
債
務
負
担
行
為
等
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
ほ
か
、
各
部
門
に
お
い
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
へ
の
対
応
経
費
や
、
被
災
地
の
支
援
経
費
に
加
え
て
、

豪
雨
災
害
に
よ
り
被
災
し
た
農
業
用
施
設
や
道
路
等
の
災
害
復
旧
経
費
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

以
上
が
、
補
正
予
算
の
歳
出
の
説
明
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
賄
う
財
源
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歳
出

に
見
合
う
国
・
県
支
出
金
等
の
特
定
財
源
や
市
債
を
計
上
し
ま
す
と
と
も
に
、
一
般
財
源
と
し
て
繰
越
金

を
充
当
し
て
お
り
ま
す
ほ
か
、
県
・
市
の
復
興
基
金
及
び
熊
本
城
復
元
整
備
基
金
も
活
用
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。 

続
き
ま
し
て
、
条
例
等
の
議
案
で
あ
り
ま
す
が
、
主
な
も
の
と
い
た
し
ま
し
て
、
ま
ず
、「
熊
本
市
地
下

水
保
全
条
例
の
一
部
改
正
」
及
び
「
熊
本
市
東
部
堆
肥
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正
」
に
つ
い
て
御
説
明

い
た
し
ま
す
。 

「
熊
本
市
地
下
水
保
全
条
例
の
一
部
改
正
」
は
、
硝
酸
性
窒
素
等
に
よ
る
地
下
水
の
汚
染
を
防
止
す
る
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た
め
、
指
定
区
域
の
畜
舎
か
ら
発
生
す
る
乳
牛
又
は
肉
用
牛
の
排
せ
つ
物
に
つ
い
て
、
東
部
堆
肥
セ
ン
タ

ー
を
活
用
す
る
な
ど
し
て
、
こ
れ
を
適
正
に
処
理
す
る
よ
う
義
務
付
け
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、「
熊
本
市
東
部
堆
肥
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
同
セ
ン
タ
ー
に
配
備
い

た
し
ま
す
、
堆
肥
を
散
布
す
る
た
め
の
機
器
に
係
る
使
用
料
等
を
定
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

次
に
、
災
害
公
営
住
宅
の
整
備
に
関
す
る
三
つ
の
議
案
に
つ
い
て
御
説
明
い
た
し
ま
す
。 

こ
れ
ら
は
、
熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
々
の
恒
久
的
な
住
ま
い
と
な
り
ま
す
、
（
仮
称
） 

塚
原
災
害

公
営
住
宅
、
舞
原
第
２
災
害
公
営
住
宅
及
び
秋
津
災
害
公
営
住
宅
の
整
備
に
係
る
、
財
産
の
取
得
又
は
工

事
請
負
契
約
締
結
に
つ
い
て
市
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

そ
の
他
の
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
末
尾
に
簡
単
な
理
由
を
付
し
て
お
き
ま
し
た
の
で
説
明
を
省
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

以
上
で
説
明
を
終
わ
り
ま
す
が
、
何
と
ぞ
慎
重
に
御
審
議
の
上
、
御
賛
同
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 


